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A-002 思考と表現 ● ● ●

A-003 英語Ⅰ ●

A-004 英語Ⅱ ●

A-005 中国語Ⅰ ●

A-006 中国語Ⅱ ●

A-007 フランス語 ●

A-008 フランス語 ●

A-009 ドイツ語 ●

A-010 韓国語Ⅰ ●

A-011 韓国語Ⅱ ●

A-012 手話の世界 ● ● ● ● ● ● ●

A-013 社会とコミュニケーション ● ● ● ●

A-502 健康科学 ●

A-503 体育実技Ⅰ ●

A-504 体育実技Ⅱ ●

A-505 情報機器の操作 ●

A-001 人間学 ● ● ● ● ●

E-100 福祉心理学 ● ● ● ● ●

E-101 人間関係とコニュニケーション ● ● ● ● ● ● ●

E-102 社会福祉学 ● ● ● ● ● ● ●

E-103 社会保障論 ● ● ● ● ● ● ●

E-104 福祉社会特別演習 ● ● ● ● ● ● ●

E-105 高齢者福祉論 ● ● ● ● ● ●

E-106 障害者福祉論 ● ● ● ● ● ● ●

E-107 権利擁護と成年後見制度 ● ● ● ● ● ● ●

A-501 憲法 ● ● ● ●

E-108 介護福祉Ⅰ ● ● ● ● ● ● ●

E-109 介護福祉Ⅱ ● ● ● ● ● ● ●

E-110 介護予防活動 ● ● ● ● ● ● ●

E-111 介護福祉とリスクマネジメント ● ● ● ● ● ● ●

E-112 自立支援と介護Ⅰ ● ● ● ● ● ● ●

E-113 自立支援と介護Ⅱ ● ● ● ● ● ● ●

E-114 社会福祉援助技術 ● ● ● ● ● ● ●

E-115 コミュニケーション技術演習 ● ● ● ● ● ● ●

E-116 介護技術Ⅰ ● ● ● ● ● ● ●

E-117 介護技術Ⅱ ● ● ● ● ● ● ●

E-118 介護技術Ⅲ ● ● ● ● ● ● ●

E-119 家庭生活支援技術Ⅰ　 ● ● ● ● ● ● ●

E-120 家庭生活支援技術Ⅱ ● ● ● ● ● ● ●

E-121 アクティビティ・サービス ● ● ● ● ● ● ●

E-122 ケアマネジメントと介護過程 ● ● ● ● ● ● ●

E-123 介護過程の実践研究Ⅰ ● ● ● ● ● ● ●

E-124 介護過程の実践研究Ⅱ ● ● ● ● ● ● ●

E-125 介護過程の実践研究Ⅲ ● ● ● ● ● ● ●

E-126 介護実習指導 Ⅰ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

E-127 介護実習指導 Ⅱ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

E-128 介護実習Ⅰ ● ● ● ● ● ● ●

E-129 介護実習Ⅱ ● ● ● ● ● ● ●

E-130 介護実習Ⅲ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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１．倫理的自覚と自己覚知 ： 高い倫理性と社会的使命を自覚するとともに、自己を客観視した上で、利用者本位の尊厳と自立を支える介護を実践できる。
２．信頼関係を形成するコミュニケーションの実践力 ： 受容・共感的態度を基盤に、利用者の状況に応じたコミュニケーションを図り、相互理解を深め、

信頼関係を形成する能力が身につく。
３．利用者理解と根拠に基づく介護過程の展開 ： さまざまな背景を持つ利用者の全体像を捉え、個別の介護ニーズを把握するとともに、介護福祉に関連

する基本的知識と生活支援技術を身につけた上で、介護過程を展開できる。
４．多職種協働によるチームケアの必要性の理解 ： 介護福祉に関連する他職種の役割を理解・尊重しチームとして協働する必要性を理解できる。
５．地域における介護福祉専門職の役割認識：幅広く福祉・保健・医療に対する理解や見識を持ち、地域の福祉的課題解決や地域共生社会における介護福

祉専門職の役割を理解することができる。
６．介護福祉に関する研究的態度 ： 感性を磨き、教養を身につけるとともに、研究的視点で介護の専門性や自己の介護観を探究し続ける。
７．的確な記録・記述 ： 介護実践における情報の共有化の意義を理解し、情報を適切にまとめ、報告することができる。
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２．信頼関係を形成するコミュニケーションの実践力 ： 受容・共感的態度を基盤に、利用者の状況に応じたコミュニケーションを図り、相互理解を深め、
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する基本的知識と生活支援技術を身につけた上で、介護過程を展開できる。
４．多職種協働によるチームケアの必要性の理解 ： 介護福祉に関連する他職種の役割を理解・尊重しチームとして協働する必要性を理解できる。
５．地域における介護福祉専門職の役割認識：幅広く福祉・保健・医療に対する理解や見識を持ち、地域の福祉的課題解決や地域共生社会における介護福

祉専門職の役割を理解することができる。
６．介護福祉に関する研究的態度 ： 感性を磨き、教養を身につけるとともに、研究的視点で介護の専門性や自己の介護観を探究し続ける。
７．的確な記録・記述 ： 介護実践における情報の共有化の意義を理解し、情報を適切にまとめ、報告することができる。

E-131 発達と老化の理解 ● ● ● ● ● ●

E-132 発達心理 ● ● ● ● ● ●

E-133 認知症の理解Ⅰ ● ● ● ● ● ● ●

E-134 認知症の理解Ⅱ ● ● ● ● ● ● ●

E-135 障害者の心理 ● ● ● ● ● ●

E-136 障害の理解 ● ● ● ● ● ●

E-137 こころとからだのしくみⅠ ● ● ● ● ● ●

E-138 こころとからだのしくみⅡ ● ● ● ● ● ●

E-139 こころとからだのしくみⅢ ● ● ● ● ● ●

E-140 こころとからだのしくみⅣ ● ● ● ● ● ● ●

E-141 医療的ケア ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

社会福祉研究 E-140 介護研究方法 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

地域連携・生活を支
える関連科目 E-144 生活環境論 ● ● ● ● ● ●
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